
     
 
 
  

 

    
 
    

よ
う
や
く
子
供
た
ち
が
学
校
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
教
職
員
一
同
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。
一
年
生
が
入
学
し
て
二
か
月

間
、
二
年
生
以
上
は
三
月
か
ら
三
か
月
間
。
保

護
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
臨
時
休
業
へ
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
長
い
期

間
じ
っ
と
我
慢
し
、
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
学
校
に
戻
っ
て
き
た
子
供
た
ち
を

笑
顔
で
温
か
く
迎
え
、
一
人
一
人
と
し
っ
か
り

向
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

子
供
た
ち
の
登
校
は
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
長
い
間
家
庭
で
過
ご
し
て
い
た
子
供

た
ち
が
、
学
校
再
開
と
と
も
に
「
ヨ
ー
イ
・
ド

ン
」
と
ダ
ッ
シ
ュ
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
週
目
の
主
眼
は
『
感
染
リ
ス
ク
を
避
け

な
が
ら
学
校
に
な
れ
る
』
こ
と
、
二
週
目
は
『
教

科
学
習
の
リ
ズ
ム
に
な
れ
る
』
こ
と
、
三
週
目

以
降
は
『
給
食
を
開
始
し
、
通
常
通
り
の
学
校

生
活
に
移
行
す
る
』
こ
と
。
一
人
一
人
の
子
供

が
、
段
階
を
追
っ
て
緩
や
か
に
学
校
生
活
に
慣

れ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
こ
で
、
日
常
の
「
新
た
な
生
活
様
式
」
が 

           

定
着
し
つ
つ
あ
る
の
と
同
様
、「
新
し
い
学
校

生
活
様
式
」
を
ふ
ま
え
た
今
年
度
の
教
育
活
動

に
は
、
保
護
者
の
皆
様
に
引
き
続
き
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
行
事
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
は
、
変
更
、
延
期
、
中
止
と
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
本
校
の
教
育
活
動
に
つ

い
て
、
本
日
現
在
の
方
針
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

  

一
．
飛
沫
感
染
防
止
・
健
康
管
理
に
つ
い
て 

◎
三
密
を
さ
け
る
（
登
下
校
・
授
業
・
休
み
時

間
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
教
師
と

子
供
・
子
供
同
士
）
マ
ス
ク
の
着
用 
換
気 

登
校
時
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

こ
ま
め
な
手

洗
い
指
導
・
時
間
の
保
証 

子
供
が
触
る
場

所
の
定
期
的
な
消
毒
（
机
・
椅
子 

ド
ア 

ト
イ
レ
） 

冷
水
器
の
使
用
中
止 

安
全
な

給
食
の
提
供 

◎
お
子
様
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

相
談
で
き
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
担
任
、
養

護
教
諭
、
心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
員
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

二
．
授
業
予
定
・
学
習
に
つ
い
て 

◎
臨
時
休
業
で
未
実
施
だ
っ
た
授
業
に
つ
い

て
、
単
元
の
入
れ
替
え
を
行
う
な
ど
し
て
、

学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
確
実
に
学
べ
る

よ
う
に
す
る
。 

◎
臨
時
休
業
で
減
少
し
た
授
業
時
間
の
確
保 

夏
季
休
業
の
短
縮
（
八
月
一
日
～
三
十
日
） 

七
月
か
ら
、
第
二
土
曜
日
に
加
え
て
第
三
ま

た
は
第
四
土
曜
日
を
授
業
日
と
す
る
。
土
曜

授
業
は
一
時
間
ず
つ
増
や
し
て
午
前
四
時

間
授
業
実
施 

都
民
の
日
は
授
業
実
施 

 

 

三
．
学
校
行
事
・
今
後
の
予
定
に
つ
い
て 

当
面
、
学
校
公
開
日
は
中
止
。
保
護
者
会
は

７
月
後
半
に
時
間
短
縮
で
実
施
。
個
人
面
談
は

一
回
目
を
七
月
中
に
希
望
者
と
実
施
、
二
回
目

を
十
一
～
十
二
月
に
全
保
護
者
と
実
施
。
今
年

度
の
水
泳
指
導
は
中
止
。
運
動
会
は
、
七
月
下

旬
を
目
途
に
実
施
の
可
否
を
決
定
。
学
芸
会
は

現
在
未
定
。
高
学
年
移
動
教
室
は
十
～
十
二
月

に
延
期
ま
た
は
中
止
。
一
～
四
年
の
遠
足
は
中

止
。
三
年
以
上
の
社
会
科
見
学
は
二
学
期
以
降

に
実
施
予
定
。
全
校
朝
会
は
当
面
放
送
で
実
施
。

委
員
会
活
動
は
最
小
限
の
活
動
。
ク
ラ
ブ
活

動
・
縦
割
り
活
動
等
、
各
学
年
が
か
か
わ
る
活

動
は
当
面
中
止
。
五
・
六
年
学
力
調
査
は
中
止
。

六
年
連
合
音
楽
鑑
賞
教
室
・
こ
こ
ろ
の
劇
場
は

中
止
。
校
医
に
よ
る
定
期
健
康
診
断
は
九
月
以

降
に
実
施
予
定
。 

 

【
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と
】 

○
衛
生
の
観
点
か
ら
、
冷
水
機
の
使
用
は
当
面

中
止
し
ま
す
。
毎
日
水
筒
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。 

○
交
通
安
全
・
不
審
者
か
ら
の
安
全
の
視
点
か

ら
、
分
散
登
校
が
終
了
次
第
、
集
団
登
校
を

行
い
ま
す
。
お
互
い
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
、

各
家
庭
で
お
子
様
に
注
意
喚
起
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
可
能
な
方
は
、
学
校
ま
で

の
見
送
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

○
授
業
時
間
を
確
保
し
て
学
習
を
行
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
習
熟
に
向
け
て
、
家
庭
で
の
繰

返
し
学
習
も
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
ご
承
知
い
た
だ
い
て
い
る
通
り
、

日
々
変
化
す
る
状
況
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
方
針

や
予
定
は
変
更
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
に
は
、
改
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

ど
ん
な
に
状
況
が
変
化
し
て
も
、
子
供
た
ち

の
た
め
の
練
二
小
で
あ
る
こ
と
は
不
変
で
す
。

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
練
二
小
』
に
向
け
て
、
教
職

員
一
同
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

六
月
の
行
事
予
定 

１
（
月
）
分
散
登
校
開
始
（
～
１２
日
ま
で
） 

１３
（
土
）
学
校
公
開
中
止
（
休
業
日
） 

１５
（
月
）
給
食
開
始
・
午
前
授
業 

１８
（
木
）
避
難
訓
練 

２２
（
月
）
通
常
授
業
開
始 

２９
（
月
）
六
時
間
授
業
（
三
年
～
六
年
） 

※
今
後
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

     

学
校
再
開
に
あ
た
っ
て 

校
長 
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No ３９８ 

令和２年６月 1日 

練馬第二小学校 

校長 濱中 一

校長 濱中 一 

★
今
月
の
生
活
目
標 

・
健
康
安
全
に
気
を
つ
け
よ
う
。 

☆
重
点
目
標 

・
外
に
出
て
、
気
分
転
換
を
す
る
。 

・
雨
の
と
き
の
室
内
遊
び
を
く
ふ
う
す
る
。 



学校再開に向けて（学校生活編） 

練馬区の感染予防ガイドライン等を基に、以下のような練馬第二小学校として健康管理のためのガ

イドラインで飛沫感染防止等・健康管理をしてまいります。 

１ 手洗いの徹底 

  基本的な考え方 

○手の清潔は基本、流水と石鹸液で手洗いする。(30秒前後) 

① 共有物の使用前と使用後ともに手洗いする。 

② 登校して教室へ入る前、トイレの後、給食の前後、教室から教室へ移動する時 

くしゃみや咳をして手に飛沫がついた時、共用したものを触った後（あるいは触る前後） 

等に手洗いする。 

※ こまめな手洗いによりハンカチが濡れてしまう場合がありますので予備のハンカチを

もたせてください。 

※ 必要に応じて手指アルコール消毒を行います。給食当番の児童等。 

（アルコールのアレルギーのある場合はお申し出ください。） 

２ ソーシャルディスタンスの徹底 

基本的な考え方 

○両手を肩まで上げて、指先がふれない距離をとるようにする。 

   ※ 登下校時、三密を避けるため、昇降口が混雑しないように 

教員が声掛けをする。 

 

３ マスク着用の徹底 

基本的な考え方 

○基本、登校から下校までマスクは着用する。 

※ マスクの予備１～２枚は必ずランドセルに入れておく。 

 

４ 換気の徹底 

  基本的な考え方 

   ○常時、換気する。（教室、廊下）エアコン使用時も窓を適度に開け、換気する。 

※ 天候等により、換気が難しい時は、３０分に１回は換気する。 

  

５ 給食時の徹底 

基本的な考え方 

○飛沫を防ぐ  ○密を避ける  ○人の手に触れる回数を最低限にする。 

① 給食前には全員手洗いをする。 

② 給食当番は、手洗い後、アルコール消毒をする。 

③ 配膳時は、間隔を空けて並ぶ。（４人ごとに配膳） 

④ 前向き給食、静かに食べる。 

⑤ 白衣は、各自のロッカーで管理する。 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.fumira.jp%2Fcut%2Fgakkou%2Ffile317.htm&psig=AOvVaw3MMHyqJVmpwC1JVWKExLKR&ust=1590737898230000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCJDIkdGG1ukCFQAAAAAdAAAAABAE

